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(令和６年度実績・令和7年度目標)
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資料１



［再犯防止に資する市の取組み］事業一覧 総括表
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 １　就労・住居の確保のための取組  ４　犯罪をした人等の特性に応じた支援等のための取組

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ 28 ハーモニー相談 男女共同参画課 定性 ○

1 生活自立・仕事相談センターの活用 保護課 №8,15 定性 ○ 29 あんしんケアセンターの活用＜再掲＞ 地域包括ケア推進課 №17 定性 ○

2 千葉市保護司会連絡協議会との就労支援協定に基づく市役所における就労支援 地域福祉課・人事課 №38 定性 ○ 30 生涯現役応援センターの活用＜再掲＞ 高齢福祉課 №3,20 定性 ◎

3 生涯現役応援センターの活用 高齢福祉課 №20,30 定性 ◎ 31 千葉市発達障害者支援センターの活用＜再掲＞ 障害者自立支援課 №4 定性 ○

4 千葉市発達障害者支援センターの活用 障害者自立支援課 №31 定性 ○ 32 障害者基幹相談支援センターの活用＜再掲＞ 障害福祉サービス課 №21 定性 ○

5 ふるさとハローワークの活用 雇用推進課 定性 ○ 33 依存症者等への支援＜再掲＞ こころの健康センター №22 定量 Ａ

34 18歳未満の子どもに関する問題の相談＜再掲＞ 東部児童相談所・西部児童相談所 №26 定性 ○

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ  ５　民間協力者の活動の促進、広報・啓発活動の推進等のための取組

6 住居確保給付金の活用 保護課 定性 ○ NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

7 一時生活支援事業の活用 保護課 定性 ○ 35 入札参加資格者名簿における協力雇用主への優遇措置 契約課 定性 ○

8 生活自立・仕事相談センターの活用＜再掲＞ 保護課 №1,15 定性 ○ 36 更生保護関係団体への支援 地域福祉課 定性 ○

9 千葉市民間賃貸住宅入居支援制度の周知 住宅政策課 定性 ○ 37 更生保護サポートセンターの設置支援 地域福祉課 定性 ○

10 千葉市住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅登録制度の周知 住宅政策課 定性 ○ 38 千葉市保護司会連絡協議会との就労支援協定に基づく市役所における就労支援＜再掲＞ 地域福祉課・人事課 №2 定性 ○

11 すまいのコンシェルジュの周知・活用 住宅政策課 定性 ○ 39 市職員等に対する保護司への参加の促進 地域福祉課 定性 ○

12 居住支援協議会との連携 住宅政策課・高齢福祉課 定性 ○ 40 “社会を明るくする運動”の周知 地域福祉課 定性 ○

13 市営住宅にかかる周知 住宅整備課 定性 ○ 41 市職員への再犯防止にかかる意識醸成 地域福祉課 定性 ○

 ２　保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組 42 薬物乱用防止の啓発＜再掲＞ 医療政策課 №19,24 定性 ◎

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ 43 非行防止にかかる広報・啓発活動 青少年サポートセンター 定量 Ｓ

14 生活保護制度による支援 保護課 定性 ○  ６　国・民間団体等との連携強化等

15 生活自立・仕事相談センターの活用＜再掲＞ 保護課 №1,8 定性 ○ NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

16 重層的・包括的相談支援体制の構築 地域福祉課 定性 ○ 44 関係機関・団体との連携 地域福祉課 定性 ○ 10

17 あんしんケアセンターの活用 地域包括ケア推進課 №29 定性 ○

18 成年後見制度の周知 地域包括ケア推進課 定性 ◎

19 薬物乱用防止の啓発・相談 医療政策課 №24,42 定量 Ｓ

20 生涯現役応援センターの活用 高齢福祉課 №3,30 定性 ◎

21 障害者基幹相談支援センターの活用 障害福祉サービス課 №32 定性 ○

22 依存症者等への支援 こころの健康センター №33 定量 Ａ

 ３　非行の防止・学校と連携した修学支援等のための取組

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

23 生活保護世帯等学習・生活支援事業 保護課 定性 ○

24 薬物乱用防止の啓発・相談＜再掲＞ 医療政策課 №19,42 定量 Ｓ

25 非行防止にかかる事業 青少年サポートセンター 定量 Ｓ

26 18歳未満の子どもに関する問題の相談 東部児童相談所・西部児童相談所 №34 定性 ○

27 スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー等を通じた支援 教育支援課 定性 ○
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 ア　就労の確保のための取組
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 イ　住居の確保のための取組

7



１ 就労・住居の確保のための取組 ア 就労の確保のための取組
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評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

生活自立・仕事相談センターの活用

[保護課]☎043-245-5188

千葉市保護司会連絡協議会との就労
支援協定に基づく市役所における就
労支援

[地域福祉課]☎043-245-5218
[人事課]☎043-245-5032

生涯現役応援センターの活用

[高齢福祉課]☎043-245-5169

千葉市発達障害者支援センターの活
用

[障害者自立支援課]☎043-245-5175

ふるさとハローワークの活用

[雇用推進課]☎043-245-5278

○

　職業相談や求人情報の提供のほか、
本市による就労・生活支援相談を行い
ます。また、オンラインやアバターを
利用した相談も行います。

　職業相談や求人情報の提供のほか、
本市による就労・生活支援相談を行い
ます。また、オンラインによる相談も
行います。

　予定通り、職業相談や求人情報の提供の
ほか、本市による就労・生活支援相談を行
いました。また、オンライン相談を４件、
アバター相談を１件実施しました。

5
　犯罪をした人等を含む求職者に対して、職業
相談や求人情報の提供のほか、本市による就
労・生活支援相談を行います。

定性評価

　適宜、就労に関する相談支援を実施しま
した。
　就労支援延べ件数：1,014件

○
　本人のニーズや能力に合わせて、就
労やその準備に対する支援を関係機関
と連携して行います。

◎

　高齢者の就労等に向けた支援を行
い、相談者の生活歴、就業歴を十分に
聞き取り、個々の相談者の能力に適し
た就労先へのマッチング支援を行いま
す。
・相談件数：722件
・マッチング件数 :343件
・セミナーの実施回数：6回／年

　高齢者の就労等に向けた支援を行い、相
談者の生活歴、就業歴を十分に聞き取り、
個々の相談者の能力に適した就労先への
マッチング支援を行いました。
・相談件数：712件
・マッチング件数 ：　 364件
・セミナーの実施回数 ： 6回／年

4
　ご本人のニーズや能力に合わせて、就労やそ
の準備に対する支援を関係機関と連携して行い
ます。

定性評価

　高齢者の就労等に向けた支援を行
い、相談者の生活歴、就業歴を十分に
聞き取り、個々の相談者の能力に適し
た就労先へのマッチング支援を行いま
す。
・相談件数：1054件
・マッチング件数 :326件
・セミナーの実施回数：6回／年

3

　生涯現役応援センターにおいて、高齢者の就
労等に向けた支援を行います。相談者の生活
歴、就業歴を十分に聞き取り、個々の相談者の
能力に適した就労先へのマッチング支援を行い
ます。また、多様なニーズに対応できるよう、
さらなる就労先の開拓を実施します。

定性評価

　本人のニーズや能力に合わせて、就
労やその準備に対する支援を関係機関
と連携して行います。

　保護司会や保護観察所と協定に関する情
報共有を図るとともに、任用に係る予算措
置を行うなど、自立及び社会復帰を支援す
る環境を整えました。なお、任用実績はあ
りませんでした。

○

　保護司会や保護観察所と協定に関す
る情報共有を図るとともに、保護観察
中の少年等を保護司会から推薦を受け
た場合に 、選考のうえ、任用ができ
るよう、引き続き環境を整えます。

○

　「仕事が長続きしない」「仕事に就
く自信がない」「生活で悩みがある
が、どうしたら良いか分からない」な
ど、生活に困りごとや不安を抱えてい
る方への悩みに応じた支援を行いま
す。

　相談者の悩み事に応じて個別にプランを
作成し、就労支援、家計改善支援、一時生
活支援等の支援を行いました。また、必要
に応じて関係機関（ハローワーク、法テラ
ス、医療機関等）との連携を図りました。

2

　犯罪や非行の無い明るい地域社会づくりに向
け、千葉市保護司会連絡協議会（以下、保護司
会）や保護観察所などの関係機関との連携によ
り、保護司会から推薦を受けた保護観察中の少
年等を、市の臨時職員として任用することによ
り、自立及び社会復帰を支援していく環境を整
えています。

定性評価

　「仕事が長続きしない」「仕事に就
く自信がない」「生活で悩みがある
が、どうしたら良いか分からない」な
ど、生活に困りごとや不安を抱えてい
る方への悩みに応じた支援を行いま
す。

　保護司会や保護観察所と協定に関す
る情報共有を図るとともに、保護観察
中の少年等を保護司会から推薦を受け
た場合に 、選考のうえ、任用ができ
るよう、引き続き環境を整えます。

令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況

令和７年度予定・目標
目標

(令和8年度)

1

　「仕事が長続きしない」「仕事に就く自信が
ない」「生活で悩みがあるが、どうしたら良い
か分からない」など、生活に困りごとや不安を
抱えている方への悩みに応じた支援を行いま
す。

定性評価

令和６年度予定・目標No
事業名

[担当課]

取組内容

評価分類



１ 就労・住居の確保のための取組 イ 住居の確保のための取組
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評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

住居確保給付金の活用

[保護課]☎043-245-5165

一時生活支援事業の活用

[保護課]☎043-245-5165

生活自立・仕事相談センターの活用
＜再掲＞

[保護課]☎043-245-5188

千葉市民間賃貸住宅入居支援制度の
周知

[住宅政策課]☎043-245-5853

千葉市住宅確保要配慮者円滑入居賃
貸住宅登録制度の周知

[住宅政策課]☎043-245-5853

すまいのコンシェルジュの周知・活
用

[住宅政策課]☎043-245-5853

○

　「すまいのコンシェルジュ」におい
て、千葉市民間賃貸入居支援住宅の物
件情報等の提供を行います。
　また、「すまいのコンシェルジュ」
の周知を行います。

　「すまいのコンシェルジュ」にて、住宅
確保要配慮者から248件の相談を受け、千
葉市民間賃貸入居支援住宅等の情報を提供
しました。
　また、ホームページ掲載による周知の
他、市役所関係各課、各区窓口、市民セン
ター、公民館、高齢者世帯、子育て世帯の
窓口等へ制度のチラシを配架しました。
（1,530部）

　「すまいのコンシェルジュ」におい
て、千葉市民間賃貸入居支援住宅の物
件情報等の提供を行います。
　また、「すまいのコンシェルジュ」
の周知を行います。

11

　賃貸住宅に入居する際に、様々な理由により
家主から入居を敬遠されがちな、高齢者や障害
者、犯罪をした人等からの相談に対して、「す
まいのコンシェルジュ」において、情報提供な
どを行います。また、「すまいのコンシェル
ジュ」の周知を行います。

定性評価

　不動産団体の勉強会や居住支援セミナー
において、制度の周知を行いました。
　また、「すまいサポートちば」におい
て、住宅登録の支援を行いました。

○

　住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅へ
の円滑な入居を促進するため、住宅確
保要配慮者円滑入居賃貸住宅の登録制
度について周知を行います。

○

　住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅へ
の円滑な入居を促進するため、千葉市
民間賃貸住宅入居支援制度の周知を行
います。

　ホームページ掲載による周知や市内の不
動産団体に制度説明を行い、団体内での周
知を依頼しました。
　また、「すまいサポートちば」などの関
係窓口での周知を行いました。

10

　民間賃貸住宅への入居を拒まれがちな、高齢
者や障害者、犯罪をした人等の住宅確保要配慮
者に対して、住宅の円滑な入居のを促進を図す
るため、千葉市住宅確保要配慮者円滑入居賃貸
住宅の登録制度のについて周知を行います。

定性評価

　住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅へ
の円滑な入居を促進するため、千葉市
民間賃貸住宅入居支援制度の周知を行
います。

9

　民間賃貸住宅への入居を拒まれがちな、高齢
者や障害者、犯罪をした人等の住宅確保要配慮
者に対して、住宅の円滑な入居のを促進を図す
るため、千葉市民間賃貸住宅入居支援制度の周
知を行います。

定性評価

　住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅へ
の円滑な入居を促進するため、住宅確
保要配慮者円滑入居賃貸住宅の登録制
度について周知を行います。

○

　一定の住居を持たない方に対し、一
定の期間内に限り、宿泊場所や食事の
提供等を行い、生活の立て直しに向け
た支援を行います。

　一定の住居を持たない方に対し、一定の
期間内に限り、宿泊場所や食事の提供等を
行い、生活の立て直しに向けた支援を行い
ました。

＜再掲＞No.1参照8

　一定の住居を持たない方に対し、一
定の期間内に限り、宿泊場所や食事の
提供等を行い、生活の立て直しに向け
た支援を行います。

7
　一定の住居を持たない方に対し、一定の期間
内に限り、宿泊場所や食事の提供等を行い、生
活の立て直しに向けた支援を行います。

定性評価

　離職等により住居を喪失するおそれ
のある方に対し、一定期間家賃相当額
（住居確保給付金）を支給するととも
に、自立に向けた支援を行います。

　離職等により住居を喪失するおそれのあ
る方に対し、一定期間家賃相当額（住居確
保給付金）を支給するとともに、自立に向
けた支援を行うとともに、ホームページや
ポスター・チラシを活用した制度周知を実
施しました。

○

　離職等により住居を喪失するおそれ
のある方に対し、一定期間家賃相当額
（住居確保給付金・家賃補助）を支給
するほか、家計の改善のため転居にか
かる初期費用（住居確保給付金・転居
費用補助）を支給するとともに、自立
に向けた支援を行います。

令和７年度予定・目標令和６年度予定・目標 令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況目標

(令和8年度)

6

　離職等により住居を喪失するおそれのある方
に対し、一定期間家賃相当額（住居確保給付
金）を支給するとともに、自立に向けた支援を
行います。

定性評価

No
事業名

[担当課]

取組内容

評価分類



１ 就労・住居の確保のための取組 イ 住居の確保のための取組
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評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

居住支援協議会との連携

[住宅政策課]☎043-245-5853
[高齢福祉課]☎043-245-5166

市営住宅にかかる周知

[住宅整備課]☎043-245-5846

○
　年4回の市営住宅定期募集につい
て、市内各所に募集案内書を配布し周
知を行います。

　年4回の市営住宅定期募集につい
て、市内各所に募集案内書を配布し周
知を行います。

　年4回の市営住宅定期募集について、市
内各所に募集案内書を配布し周知に取り組
みました。

13
　低廉な家賃で借りられる市営住宅についての
周知を行います。

定性評価

　総会（年1回）及び部会（年3回）を開催
し、犯罪をした人等を含む住宅確保要配慮
者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進の
ため、居住支援サービス情報の充実等につ
いて協議し、緊急連絡を得られない人のた
めの家賃債務保証会社一覧及び家賃債務保
証以外のサービスを提供する居住支援法人
一覧の見直し等を行いました。
　また、千葉市居住支援協議会相談窓口
「すまいサポートちば」において、住宅確
保要配慮者の住まいに関する相談業務や民
間賃貸住宅に関する情報提供を行いまし
た。

○

　犯罪をした人等を含む住宅確保要配
慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居の
促進に必要な措置について協議を行い
ます。
　また、千葉市居住支援協議会相談窓
口「すまいサポートちば」において、
住宅確保要配慮者の住まいに関する相
談業務や民間賃貸住宅に関する情報提
供を行います。

12

　市の住宅部局や福祉部局、不動産関係団体等
が連携する居住支援協議会において、高齢者や
障害者、犯罪をした人等、住宅確保要配慮者の
民間賃貸住宅への円滑な入居の促進に必要な措
置について協議します。

定性評価

　犯罪をした人等を含む住宅確保要配
慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居の
促進に必要な措置について協議を行い
ます。
　また、千葉市居住支援協議会相談窓
口「すまいサポートちば」において、
住宅確保要配慮者の住まいに関する相
談業務や民間賃貸住宅に関する情報提
供を行います。

令和７年度予定・目標令和６年度予定・目標 令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況目標

(令和8年度)

No
事業名
[担当課]

取組内容

評価分類



２ 保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組
5/11

評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

生活保護制度による支援

[保護課]☎043-245-5165

生活自立・仕事相談センターの活用
＜再掲＞

[保護課]☎043-245-5188

重層的・包括的相談支援体制の構築

[地域福祉課]☎043-245-5158

あんしんケアセンターの活用

[地域包括ケア推進課]☎043-245-5168 

成年後見制度の周知

[地域包括ケア推進課]☎043-245-5267

薬物乱用防止の啓発・相談

[医療政策課]☎043-245-5207
リーフレット

配布数
部 2,200部

＜再掲＞No.1参照

2,500部

◎
　ホームページやパンフレットによる
周知及び市民を対象とした講習会を開
催します。

19

　保健所や各区保健福祉センター等へのポス
ター掲示やリーフレットの配布、市ホームペー
ジを通じて薬物乱用防止に関する啓発を行いま
す。
　また、再発防止にも対応した薬物相談窓口の
設置を行います。

定量評価

　保健所をはじめ各区福祉センター等
の市内公共施設にてポスターの掲示や
パンフレットの配布を行います。
リーフレット配布数：2,500部
　また、市内の薬物相談窓口において
は、引き続き再発防止に係る知識も有
する相談員及び職員が相談対応を行い
ます。

①市内各施設にポスターをのべ279部、
リーフレットをのべ3424部配布しました。
②デジタルサイネージ（市政情報モニタ、
わが街NAVI、マルチサイン）を利用した啓
発を行いました。
市内の薬物相談窓口（こころの健康セン
ター、各区健康課及び保健所）において計
190件の相談に対応しました。

S

　保健所をはじめ各区福祉センター等
の市内公共施設にて啓発資材やデジタ
ルサイネージによる啓発を実施しま
す。
　また、市内の薬物相談窓口（こころ
の健康センター、各区健康課及び保健
所）においては、引き続き再発防止に
係る知識も有する相談員及び職員が相
談対応を行います。

18
　認知症等により判断能力が低下した方を、安
心して生活できるように保護し、支援する制度
である「成年後見制度」を周知します。

定性評価
　ホームページやパンフレットによる
周知及び市民を対象とした講習会を開
催します。

　市ホームページに制度に関する情報を掲
載するとともに、パンフレットを10,000部
作成し、民生委員や関係機関に配布した。
また、市民を対象とした講習会を19回開催
しました。

○

　置かれた状況や年齢を問わず各種相
談を包括的に受け止め、適切な支援に
早期につなげる相談機関の福祉まるご
とサポートセンターにおいて、再犯防
止に関する相談・支援を行います。

17
　「高齢者の皆さんの身近な相談窓口」とし
て、介護・福祉・健康・医療など、様々な面か
ら必要に応じた支援を行います。

定性評価

　総合相談による支援のほか、講演
会、相談会、住民主体活動の場も活用
し、介護予防に関する普及啓発を実施
します。

　総合相談を実施するとともに、講演会や
イベント等で介護予防普及啓発を行いまし
た。
総合相談　116,542件
イベント等参加延べ人数　34,595人

○

　総合相談による支援のほか、講演
会、相談会、住民主体活動の場も活用
し、介護予防に関する普及啓発を実施
します。

16

　複雑化・複合化した生活課題の解決に向け
て、置かれた状況や年齢を問わず各種相談を包
括的に受け止め、適切な支援に早期につなげる
ため、重層的・包括的相談支援体制を構築しま
す。

定性評価

　置かれた状況や年齢を問わず各種相
談を包括的に受け止め、適切な支援に
早期につなげる相談機関の福祉まるご
とサポートセンターにおいて、再犯防
止に関する相談・支援を行います。

　福祉まるごとサポートセンターにおいて
労役中の人、刑務所から出所する予定の
人、被疑者段階の人の相談・支援を行いま
した。
　出所予定者相談実績：14人
　既出所者・未決拘留者・被疑者等相談実
績：16人

○

　生活が困窮した世帯からの相談に対
し、適切に対応します。また、生活保
護受給している世帯に対し、自立を助
長します。

15

令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況

令和７年度予定・目標
目標

(令和8年度)

14

　病気や怪我その他の事情により収入が途絶え
る・蓄えがなくなるなど、生活が困難になった
場合に、その困窮の程度に応じて必要な保護を
行い、最低限度の生活を保障するとともに、そ
れらの方々の自立を助長することを目的として
いる制度です。

定性評価

　生活が困窮した世帯からの相談に対
し、適切に対応します。また、生活保
護受給している世帯に対し、自立を助
長します。

　生活が困窮した世帯からの相談に対し、
適切に対応しました。また、生活保護受給
している世帯に対し、自立を助長しまし
た。

No
事業名

[担当課]

取組内容

評価分類 令和６年度予定・目標



２ 保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組
6/11

評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

生涯現役応援センターの活用＜再掲
＞

[高齢福祉課]☎043-245-5169

障害者基幹相談支援センターの活用

[障害福祉サービス課]☎043-245-5228

依存症者等への支援

[こころの健康センター]☎043-204-1582
参加

延べ人数
人 112人

　薬物やアルコールをやめたいと思う方に
対し、SMRPPのテキストを用い、依存症治
療・回復プログラムを19回実施しました。
　参加延べ人数 122人

A

　千葉市依存症治療・回復プログラム
を通じて、犯罪をした人等も含め、
「薬物やアルコールをやめたい」と思
う方へ支援をしていきます。
　目標参加延べ人数144人144人

＜再掲＞No.3参照

22

　千葉市依存症治療・回復プログラムを通じ
て、犯罪をした人等も含め、「薬物やアルコー
ルをやめたい」と思う方へ支援をしていきま
す。 定量評価

　千葉市依存症治療・回復プログラム
を通じて、犯罪をした人等も含め、
「薬物やアルコールをやめたい」と思
う方へ支援をしていきます。
　目標参加延べ人数144人

21

　各区に１か所ずつ設置した障害者基幹相談支
援センターにおいて障害のある方に対する総合
相談を実施するなかで、犯罪をした人等に対応
する際には、その特性に応じた相談支援を実施
するとともに保健医療・福祉サービスの利用促
進を図ります。

定性評価

　障害者基幹相談支援センターにおい
て、犯罪をした人等に対応する際に
は、その特性に応じた相談支援を実施
するとともに保健医療・福祉サービス
の利用促進を図ります。

　障害者基幹相談支援センターにおいて、
犯罪をした人等に対応する際には、その特
性に応じた相談支援を実施するとともに保
健医療・福祉サービスの利用促進を図る体
制を確保しました。

○

　障害者基幹相談支援センターにおい
て、犯罪をした人等に対応する際に
は、その特性に応じた相談支援を実施
するとともに保健医療・福祉サービス
の利用促進を図ります。

20

令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況

令和７年度予定・目標
目標

(令和8年度)

No
事業名
[担当課]

取組内容

評価分類 令和６年度予定・目標



３ 非行の防止・学校と連携した修学支援等のための取組
7/11

評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

生活保護世帯等学習・生活支援事業

[保護課]☎043-245-5165

薬物乱用防止の啓発・相談＜再掲＞

[医療政策課]☎043-245-5207

非行防止にかかる事業

[青少年サポートセンター]☎043-245-3700 相談件数 件 449件

18歳未満の子どもに関する問題の相
談

[東部児童相談所]☎043-277-8820
[西部児童相談所]☎043-277-8821

スクールカウンセラー・スクール
ソーシャルワーカー等を通じた支援

[教育支援課]☎043-245-5935

　SCは、児童生徒へのカウンセリングを実
施するとともに、教職員及び保護者に対す
る助言や支援を行いました。また、令和６
年度は小学校のうち配置時間が年間200時
間の学校を６校から20校へ、160時間の学
校を37校から49校に拡充しました。また、
高等学校の配置時間を年間200時間から240
時間に、特別支援学校の配置時間を年間
120時間から140時間に拡充しました。
　SSWは昨年度と同様に12人配置しまし
た。学校からの派遣申請を受けて事案に対
応しました。
配置時間：年間864時間（1人あたり）

○

　いじめや不登校などに対応するた
め、公認心理師や臨床心理士など心理
の専門的知識を有するスクールカウン
セラー（SC）による児童生徒へのカウ
ンセリングや教職員及び保護者に対す
る助言や支援を行います。
　また、教育分野に関する知識に加え
て、社会福祉等の専門的な知識や技術
を有するスクールソーシャルワーカー
（SSW）を配置し、問題を抱える児童
生徒が置かれた環境へ働きかける支援
を行います。

＜再掲＞No.19参照

27

　全市立学校において、児童生徒へのカウンセ
リングを実施するとともに、教職員及び保護者
に対する助言・援助を行い、いじめや不登校の
問題や悩みの解消を図るために効果的なスクー
ルカウンセラーを通じた支援を行います。
　また、スクールソーシャルワーカーを通じ
て、教育に加え社会福祉等の専門的な知識や技
術を用いて、児童生徒の置かれた環境に働きか
ける支援を行います。

定性評価

　いじめや不登校などに対応するた
め、公認心理師や臨床心理士など心理
の専門的知識を有するスクールカウン
セラー（SC）による児童生徒へのカウ
ンセリングや教職員及び保護者に対す
る助言や支援を行います。
　また、教育分野に関する知識に加え
て、社会福祉等の専門的な知識や技術
を有するスクールソーシャルワーカー
（SSW）を配置し、問題を抱える児童
生徒が置かれた環境へ働きかける支援
を行います。

S

相談機関としての認知度を上げる広報
啓発事業の強化を図ります。また、丁
寧な対応で継続支援を行います。
相談件数（電話・来所・訪問）500件
以上600件

26
　18歳未満の子どもに関するさまざまな問題の
うち、家庭その他から非行に関する相談にも応
じています。

定性評価
　家庭、その他の機関等からの非行に
関する相談等に応じます。

　家庭や学校からの相談、警察からの通告
を受理し、対応しました。

相談機関としての認知度を上げる広報
啓発事業の強化を図ります。また、丁
寧な対応で継続支援を行います。
相談件数（電話・来所・訪問）500件
以上

○
家庭、その他の機関等からの非行に関
する相談等に応じます。

25

　児童生徒・少年・保護者・学校などを対象
に、来所や電話による相談活動を行います。ま
た、来所できない青少年やその保護者等に対す
る訪問相談を実施します。 定量評価

相談件数　1,268件
・電話相談　749件
・来所相談　227件
・訪問相談　292件

○

　生活困窮家庭等の中学２、３年生に
対し、学習支援と生活支援を実施する
ことで家庭状況によって学びに差が生
じないように支援を行います。また、
生活保護世帯の参加率を向上させるた
め、被保護者世帯の中学1年生に対し
参加勧奨を実施します。
　被保護者世帯の高校生世代に対し、
進路選択支援を実施します。

24

令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況

令和７年度予定・目標
目標

(令和8年度)

23

　生活困窮家庭等の中学２、３年生に対し、学
習支援と生活支援を実施することで家庭状況に
よって学びに差が生じないように支援を行いま
す。

定性評価

　生活困窮家庭等の中学２、３年生に
対し、学習支援と生活支援を実施する
ことで家庭状況によって学びに差が生
じないように支援を行います。

　生活困窮家庭等の中学２、３年生に対
し、学習支援と生活支援を実施しました。
また、被保護者世帯の中学１年生に対し参
加勧奨事業を実施しました。

No
事業名

[担当課]

取組内容

評価分類 令和６年度予定・目標



４ 犯罪をした人等の特性に応じた支援等のための取組
8/11

評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

ハーモニー相談

[男女共同参画課]☎043-245-5060

あんしんケアセンターの活用
＜再掲＞

[地域包括ケア推進課]☎043-245-5168 

生涯現役応援センターの活用
＜再掲＞

[高齢福祉課]☎043-245-5169

千葉市発達障害者支援センターの活
用＜再掲＞

[障害者自立支援課]☎043-245-5175

障害者基幹相談支援センターの活用
＜再掲＞

[障害福祉サービス課]☎043-245-5228

依存症者等への支援＜再掲＞

[こころの健康センター]☎043-204-1582

18歳未満の子どもに関する問題の相
談＜再掲＞

[東部児童相談所]☎043-277-8820
[西部児童相談所]☎043-277-8821

＜再掲＞No.3参照

＜再掲＞No.4参照

＜再掲＞No.21参照

＜再掲＞No.22参照

＜再掲＞No.26参照34

33

32

31

30

○

男女共同参画センターにおいて以下の
日程で相談を受け付けます。
毎週火～金曜日：10時～20時
毎週土・日曜日：10時～16時

29 ＜再掲＞No.17参照

令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況

令和７年度予定・目標
目標

(令和8年度)

28

　少子・高齢化の進展や価値観の多様化が進む
中で、女性の精神的な負担を軽減し、男女共同
参画の推進を図るため、女性が抱える様々な悩
みに応じます。

定性評価

男女共同参画センターにおいて以下の
日程で相談を受け付けます。
毎週火～金曜日：10時～20時
毎週土・日曜日：10時～16時

男女共同参画センターにおいて、日程どお
り相談を受け付けました。
　相談延べ人数　1,893人

No
事業名

[担当課]

取組内容

評価分類 令和６年度予定・目標



５ 民間協力者の活動の促進、広報・啓発活動の推進等のための取組
9/11

評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

入札参加資格者名簿における協力雇
用主への優遇措置

[契約課]☎043-245-5088

更生保護関係団体への支援

[地域福祉課]☎043-245-5219

更生保護サポートセンターの設置支
援

[地域福祉課]☎043-245-5219

千葉市保護司会連絡協議会との就労
支援協定に基づく市役所における就
労支援＜再掲＞

[地域福祉課]☎043-245-5219
[人事課]☎043-245-5032

市職員等に対する保護司への参加の
促進

[地域福祉課]☎043-245-5219

“社会を明るくする運動”の周知

[地域福祉課]☎043-245-5219

市職員への再犯防止にかかる意識醸
成

[地域福祉課]☎043-245-5219

＜再掲＞No.2参照

○
　再犯防止にかかる意識の醸成や関係
機関等への理解を促進するため、研修
等を実施します。

41
　再犯防止にかかる意識の醸成を図るため、多
くの市職員が受講できるような方法により、研
修等を実施します。

定性評価
　再犯防止にかかる意識の醸成や関係
機関等への理解を促進するため、研修
等を実施します。

　千葉市再犯防止推進計画の掲載事業担当
課の市職員を対象とし、市原青年矯正セン
ターの協力のもと見学会を実施しました。
　参加人数：25人

○

　定年退職を迎える市職員や教員に対
し、保護司の活動内容を紹介する資料
を配付するとともに、成り手確保のた
めの案内を行います。

40
　犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を目
指す“社会を明るくする運動”に参加するとと
もに、ホームページなどにより、周知します。

定性評価

　“社会を明るくする運動”千葉市民
のつどいを千葉市保護司会連絡協議会
と共催するとともに、ホームページな
どにより、周知を行います。

　“社会を明るくする運動”千葉市民のつ
どいを千葉市保護司会連絡協議会と共催す
るとともに、市政だよりやホームページに
おいても周知を行いました。

○

　“社会を明るくする運動”千葉市民
のつどいを千葉市保護司会連絡協議会
と共催するとともに、ホームページな
どにより、周知を行います。

39
　保護司の成り手確保に向け、定年退職を迎え
る市職員や教員に対し、保護司の活動内容を紹
介する等の働きかけを行います。

定性評価

　定年退職を迎える市職員や教員に対
し、保護司の活動内容を紹介する資料
を配付するとともに、成り手確保のた
めの案内を行います。

　定年退職を迎える職員に対し、保護司の
活動内容を紹介する資料を送付し、関心を
もつ職員への働きかけに努めました。

○
　開設されている更生保護サポートセ
ンターについて、引き続き開設場所の
提供を行います。

38

37
　保護司の活動促進のため、開設されている更
生保護サポートセンターについて、引き続き開
設場所の提供を行います。

定性評価
　開設されている更生保護サポートセ
ンターについて、引き続き開設場所の
提供を行います。

　更生保護サポートセンターについて、引
き続き開設場所の提供を行うとともに、使
用料の減免申請を行うなど、保護司活動の
拠点を確保しました。

○

　入札参加資格審査に際し、保護観察
所に協力雇用主として登録がある入札
参加申請者について評価点を設けま
す。

36
　保護司会連絡協議会等、更生保護団体への補
助金、千葉県更生保護助成協会への負担金を交
付し、活動を支援します。

定性評価
　更生保護団体への補助金、千葉県更
生保護助成協会への負担金を交付し、
活動を支援します。

　更生保護団体への補助金、千葉県更生保
護助成協会への負担金を交付し、活動を支
援しました。
＜実績＞
千葉市保護司会連絡協議会：975,206円
千葉県更生保護助成協会：2,635,000円

○
　更生保護団体への補助金、千葉県更
生保護助成協会への負担金を交付し、
活動を支援します。

令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況

令和７年度予定・目標
目標

(令和8年度)

35

　本市の入札参加資格審査基準における発注者
別評価点において、保護観察所に協力雇用主と
して登録がある入札参加申請者に対し、評価点
を設けています。

定性評価

　入札参加資格審査に際し、保護観察
所に協力雇用主として登録がある入札
参加申請者について評価点を設けま
す。

　令和6・7年度入札参加資格者名簿におい
て優遇措置を講じた件数（令和7年3月末時
点）　20件

No
事業名

[担当課]

取組内容

評価分類 令和６年度予定・目標



５ 民間協力者の活動の促進、広報・啓発活動の推進等のための取組
10/11

評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

薬物乱用防止の啓発＜再掲＞

[医療政策課]☎043-245-5207

非行防止にかかる広報・啓発活動

[青少年サポートセンター]☎043-245-3700
研修会の
開催

回 49回

＜再掲＞No.19参照

S

小・中・高校生とその保護者を対象に
したネット安全教室を学校等を訪問し
て実施します。児童生徒が巻き込まれ
る危険性の高いＳＮＳトラブル等、最
近の事件を紹介し、学年の理解度に合
わせて内容を構成します。また、広報
紙やホームページなどによる情報発信
を行います。
ネット安全教室実施200回80回

43

　地域等で活動する青少年育成団体や学校が実
施する非行防止に関する研修会やネット安全教
室等に講師を派遣します。
　また、広報紙やホームページなどによる情報
発信を行います。

定量評価

小・中・高校生とその保護者を対象に
したネット安全教室を学校等を訪問し
て実施します。ＳＮＳトラブル等の最
近のインターネットに関わる問題も取
り入れ、学年の理解度に合わせて内容
を構成します。また、広報紙やホーム
ページなどによる情報発信を行いま
す。
ネット安全教室実施200回

ネット安全教室の実施回数
〔対象：児童生徒〕273回
（小学校214回、中学校51回、高校8回
）
〔対象：保護者〕44回
（小学生保護者28回、中学生保護者16回）

42

令和６年度実績（実施状況）
目標へ
の達成
状況

令和７年度予定・目標
目標

(令和8年度)

No
事業名
[担当課]

取組内容

評価分類 令和６年度予定・目標



６ 国・民間団体等との連携強化等

評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

関係機関・団体との連携

[地域福祉課]☎043-245-5219

令和７年度予定・目標

　「千葉市再犯防止にかかるネット
ワーク会議」を開催し、ネットワーク
の構築及び計画の進捗に係る意見交換
などを行います。

目標
(令和8年度)

44

　再犯防止にかかる推進体制及び連携を強化す
るため、千葉市再犯防止推進計画の策定に向け
た連絡協議会の委員を中心とした関係団体で構
成する「千葉市再犯防止にかかるネットワーク
会議」を設置し、ネットワークの構築及び計画
の進捗に係る意見交換などを行います。

定性評価

No
事業名
[担当課]

取組内容

評価分類 関連№ 令和６年度予定・目標 令和６年度実績（実施状況）

　「千葉市再犯防止にかかるネット
ワーク会議」を開催し、ネットワーク
の構築及び計画の進捗に係る意見交換
などを行います。

　6月に「千葉市再犯防止にかかるネット
ワーク会議」を開催し関係機関の参加によ
るネットワークの構築及び再犯防止に係る
情報共有・意見交換を行いました。

目標へ
の達成
状況

○

11/11

評価指標
評価
単位

令和3年度
実績

関係機関・団体との連携

[地域福祉課]☎043-245-5219

目標
(令和8年度)

44

　再犯防止にかかる推進体制及び連携を強化す
るため、千葉市再犯防止推進計画の策定に向け
た連絡協議会の委員を中心とした関係団体で構
成する「千葉市再犯防止にかかるネットワーク
会議」を設置し、ネットワークの構築及び計画
の進捗に係る意見交換などを行います。

定性評価

No
事業名
[担当課]

取組内容

評価分類 令和６年度予定・目標 令和６年度実績（実施状況）

　「千葉市再犯防止にかかるネット
ワーク会議」を開催し、ネットワーク
の構築及び計画の進捗に係る意見交換
などを行います。

目標へ
の達成
状況

令和７年度予定・目標

　「千葉市再犯防止にかかるネット
ワーク会議」を開催し、ネットワーク
の構築及び計画の進捗に係る意見交換
などを行います。

　6月に「千葉市再犯防止にかかるネット
ワーク会議」を開催し関係機関の参加によ
るネットワークの構築及び再犯防止に係る
情報共有・意見交換を行いました。

○
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